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２０２４年度（令和６年） 

(活動期間：2023 年 10 月～2024 年 9 月) 

        

 

京葉総業グループは、全員で資源リサイクル事業の取り組みを更に推進させる為に、 

廃棄物のリデュース(発生抑制)・リユース(再利用)・リサイクル(再生利用)の３Ｒを通じ 

て、環境経営のもと、「地球温暖化防止と資源循環型社会への貢献」に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環環境境経経営営レレポポーートト  

作成：2024 年 11 月 30 日 

株式会社 京葉総業・有限会社 京葉総業 
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＜ご挨拶＞ 

地球温暖化・気候変動を起きている中で、我が国もその影響は計り知れなく毎年のように局地 

的な災害に見舞われています。 先人が積み重ねた自然との共生が不確定な時代となり、 

次々と自然破壊に繋がり、人類発の環境破壊は止めどもなく進んでいます。 

一方経済戦略面として一時期、環境負荷を国外へシフトし、「環境配慮型の製品とサービス」に

重点が置かれ現在に至っています。 

その中で当社はリサイクル業として、より地域に密着した廃棄物の循環型社会の貢献に努めて 

います。 継続した収集運搬から中間処理迄、排出事業者様のお困りの問題解決の提案と安心 

安全な環境ソリューションサービスのご期待に応えた１０年以上取組、この度、環境省認定の 

新ガイドライン２０１７年版の適合機会を利してＳＤＧＳのパートナー登録を地元でスタート 

致しました。 追加規格の「課題とチャンス」を全社員と共有し、将来、「エコアクション２１ 

に取り組んで良かった！」と、皆様とともに成果を実感し合えるパートナー企業を目指し「環 

境経営」に邁進する所存です。 応援の程お願い申し上げます。 

          

1.会社組織の概要 

 株式会社 京葉総業 有限会社 京葉総業※ 

法人設立年月日   昭和 56年 11月 13 日 平成 4年 9月 24日 

資本金    1,600 万円 300 万円 

売上高 2024 年度 595 百万円 (決算期 9月） 242 百万円（決算期 8月） 

事業所名 株式会社京葉総業 有限会社京葉総業白井作業所 
(産業廃棄物中間処理施設) 

代表者名 代表取締役 小出 勉 ※ 兼務 代表取締役 小出 勉 

所在地 〒274-0817千葉県船橋市高根町 2712-1 〒270-1431千葉県白井市根 13番 1 

ホームページ http://www.keiyo-sogyo.co.jp/ 

環境経営責任者氏名 小出 勉  

担当者連絡先 

担当 三宅 由起子 周郷 富友美 

電話) 047-407-7500 047-492-6227 

(FAX) 047-407-7520 047-492-6228 

事業活動の内容 
①一般廃棄物収集運搬業 
②産業廃棄物収集運搬業 
③特別管理産業廃棄物収集運搬業 

①産業廃棄物収集運搬業 
②産業廃棄物中間処理業 

千葉県を中心に取引先ニーズを先取りし、エコアクショ
ン２１を通じ環境経営力を備えリサイクルのトップラン
ナーを目指しました。 その結果ご紹介の感謝状をご頂戴
致しました。 今までの環境経営の継続的改善の賜物で
あり大変感謝しております。更なる地域と地球社会のパ
ートナーを目指しより良い SDGS パートナーを果して参
ります。 

http://www.keiyo-sogyo.co.jp/
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株式会社 京葉総業 

（船橋市） 

 2021 年度 2022 年度 2023 年度 

従業員(人) 21 20 20 

敷地面積(㎡) 810 810 810 

※有限会社 京葉総業 

（白井市） 

従業員(人) 13 11 10 

敷地面積(㎡) 6,628 6,628 6,628 

    ※は㈱京葉総業子会社であり、㈱京葉総業代表取締役小出勉が兼務し、環境経営活動を実施。 
＜集計年度＞ 2024 年度（2023.10～2024.9 現在）、白井作業所の敷地面積は事務所増床分含む。 

２．対象範囲(認証・登録範囲) 
   認証・登録番号：0002152 認証・登録年月日：2008 年 2月 5日 認証取得 (取得後 15年目)  

認証・登録事業者名： 株式会社京葉総業 
対象事業所：本社（株式会社 京葉総業、所在地：千葉県船橋市高根町 2712-1） 

白井作業所（有限会社京葉総業、千葉県白井市根 13番 1） 
   事業活動内容：一般廃棄物収集運搬業、産業廃棄物収集運搬業、 
          特別管理産業廃棄物収集運搬業、産業廃棄物中間処理業 

３．許可内容 

株式会社 京葉総業  

＜産業廃棄物の収集運搬業＞ 

自治体 許可番号 

許可年月日 

許可の有効 

年月日 

水
銀 

燃
え
殻 

汚
泥 

廃
油 

廃
酸 

廃
ア
ル
カ
リ 

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類 

紙
く
ず 

木
く
ず 

繊
維
く
ず 

動
植
物
性
残
さ 

ゴ
ム
く
ず 

金
属
く
ず 

ガ
ラ
ス
・
コ
ン
ク
ー
リ
ー

ト
・
陶
磁
器
く
ず
・
水
銀 

 

鉱
さ
い 

が
れ
き
類 

ば
い
じ
ん 

＊千葉県 1200026079 
R6.2.20 

R13.2.19 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ 

＊東京都 13-00-026079 
R1.11.8 

R8.11.7 

 
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○  

＊神奈川県 01400026079 
H31.12.19 

R7.12.18 

 
○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ 

●自動車等破砕物を除く。＊印は優良事業者として認定取得。(注)は許可更新申請中。 

＜一般廃棄物収集運搬業＞ 

自治体 許可番号 許可年月日 許可有効期限 

船橋市 第 19号 R6.4.1 R8.3.31 

八千代市 第 8号 R6.4.1 R8.3.31 

習志野市 習志野市第 01－011 号 R6.4.1 R8.3.31 

＜特別管理産業廃棄物収集運搬業＞ 

  自治体 許可番号 許可年月日・許可有効期限 廃棄物の種類 

＊千葉県 第 01250026079 号 R6.2.20～R13.2.19 廃油、廃酸、廃アルカリ 

感染性産業廃棄物 ＊神奈川県 第 01450026079 号 H31.12.19～R7.12.18 

＊東京都 第 13-50-026079 号 R1.11.29～R6.11.28 廃油、廃酸、廃アルカリ 

＊印は優良事業者として認定取得。 (注)は許可更新申請中。 
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有限会社 京葉総業 

＜産業廃棄物の収集運搬業＞ 

●自動車等破砕物を除く  

＜産業廃棄物処分業＞ （注）は許可証更新申請中 

名称 有限会社 京葉総業 自治体 千葉県 

許可番号 第 01220107401 号 許可年月日 R6.1.25 有効年月日 R11.1.1.8（注） 

事業の区分 破砕及び圧縮による中間処理 

産業廃棄物の種類 

＜破砕による中間処理に係るもの＞ 

① 廃プラスチック類 ②紙くず ③木くず ④繊維くず 

⑤ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず 

＜圧縮による中間処理に係るもの＞ 金属くず、廃プラスチック類 

（これらのうち、石綿含有産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物であるものを除く） 

【処理能力】～設置場所:千葉県白井市根字下郷谷 13番 1,14 番 

施設の種類 数量 処理能力 （設置年月日） 

破砕施設 

No.1 
１ 

廃プラスチック類 ３．１２ｔ／日（0.39t/時×8 時間） 

紙くず      ３．２８ｔ／日（0.41t/時×8 時間） 

木くず      ３．９２ｔ／日（0.49t/時×8 時間） 

繊維くず     ３．９２ｔ／日（0.49 t/時×8 時間） 

ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず 

      ４．７７ｔ／日（0.596 t/時×8時間）   (平成 15 年 11 月 21 日) 

破砕施設 

No.2 
１ 

廃プラスチック類 ３．１２ｔ／日（0.39t/時×8 時間） 

紙くず      ３．２８ｔ／日（0.41t/時×8 時間） 

木くず      ３．９２ｔ／日（0.49t/時×8 時間） 

繊維くず     ３．９２ｔ／日（0.49 t/時×8 時間） 

                            (令和2年11月 18日) 

圧縮施設 1 
金属くず     ７．９２ｔ／日（0.99t/時×8 時間） 

廃プラスチック類 ６．３２ｔ／日  (0.79t/時×8 時間） 

            (令和2年11月 18日) 

自治体 許可番号 

許可年月日 

許可の有効 

年月日 

水
銀 

燃
え
殻 

汚
泥
、
水
銀 

廃
油 

廃
酸 

廃
ア
ル
カ
リ 

廃
プ
ラ
類 

紙
く
ず 

木
く
ず 

繊
維
く
ず 

動
植
物
性
残
さ 

ゴ
ム
く
ず 

金
属
く
ず 

ガ
ラ
ス
・
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ク

リ
ー
ト
く
ず
・
陶

磁
器
く
ず
、
水
銀 

鉱
さ
い 

が
れ
き
類 

ば
い
じ
ん 

千葉県 01200107401 
R5.11.18～ 

R10.11.17 

 
○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ●  ○ ○ 

東京都 13-00-107401 
R6.5.17～ 

R11.5.16 

 
 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ●  ○  

神奈川県 01402107401 
R6.5.10～ 

R11.5.9 

 
 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ●  ○  

埼玉県 01107107401 
R6.5.21～ 

R11.5.20 

 
 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ●  ○  

茨城県 00801107401 
R6.6.4～ 

R11.6.3 

 
 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ●  ○  
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  【保管量】～保管場所：千葉県白井市根字下郷谷１３番１、１４番      

主な施設の種類 数量 保管量 

処
理
前
物
保
管
施
設 

搬入品一時保管施設 

2 
6.8 ㎡  8.1 ㎥ 

（ｺﾝﾃﾅ保管） 
（廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類､木くず､紙くず､繊維くず､金属くず､ｶﾞﾗｽく

ず･ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず) 

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類､木くず､紙くず､繊維くずの保管施設 
2 36 ㎡  52 ㎥ 

（ＲＰＦ原料用） 

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類､木くず､紙くず､繊維くずの保管施設 
2 36 ㎡  52 ㎥ 

（ＲＰＦ原料用以外） 

紙くずの保管施設 1 2.5 ㎡  2.2 ㎥ 

木くずの保管施設 1 36 ㎡  52 ㎥ 

金属くずの保管施設 1 
6.8 ㎡  8.1 ㎥ 

（ｺﾝﾃﾅ保管） 

ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くずの保管施設 1 
6.8 ㎡  8.1 ㎥ 

（ｺﾝﾃﾅ保管） 

処
理
後
物
保
管
施
設 

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類､木くず､紙くず､繊維くずの保管施設 
1 36 ㎡  52 ㎥ 

（ＲＰＦ原料用） 

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類､木くず､紙くず､繊維くずの保管施設 
1 36 ㎡  52 ㎥ 

（ＲＰＦ原料用以外） 

木くずの保管施設 1 
6.8 ㎡  8.1 ㎥ 

（ｺﾝﾃﾅ保管） 

金属くずの保管施設 1 
6.8 ㎡  8.1 ㎥ 

（ｺﾝﾃﾅ保管） 

ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くずの保管施設 1 
6.8 ㎡  8.1 ㎥ 

（ｺﾝﾃﾅ保管） 

残さ物の保管施設 1 
6.8 ㎡  8.1 ㎥ 

（ｺﾝﾃﾅ保管） 

廃プラスチック類の保管施設（処理前物） 1 
6.8 ㎡  8.1 ㎥ 

（ｺﾝﾃﾅ保管） 

廃プラスチック類の保管施設（処理後物） 1 
8.2 ㎡  8.2 ㎥ 

（ﾊﾟﾚｯﾄ保管） 

【処理工程】         

     選別→破砕→出荷（リサイクル、処分）及び選別→圧縮・梱包→出荷（売却） 
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＜施設等の状況(令和 6年 10 月 1 現在)＞ 

    株式会社 京葉総業 有限会社 京葉総業 

運搬車両 

２～４トンパッカー車  15 台 

４トンパッカー車       1 台 

２トン平ボディ車       1 台 

４トンアームロール車   3 台 

４トンアームロール車  3 台 ＊ ２トンダンプ車          1 台 

２トン平ボディ車        7 台 ＊  

  バン          2 台 ＊ 

冷蔵冷凍車             1 台 ＊ 

計 28 台（＊印は産廃車、他一廃車）  計 6台（産廃用車両） 

車両系建設機械等 

（重機類） 

－ ペーローダー           2 台 

－ 

ユンボ         2 台 

1.5t／2t フォークリフト 3台 

破砕機 55kW              2 台 

圧縮機(10/12 縮小)    1 台      

お客様の立場に立って、「安全・安心・確実に！」をモットーに従事しています。 

 

４．産業廃棄物の処理実績 （受託分の処理量～収集運搬量、中間処理量、最終処分量） 

株式会社京葉総業 ：年度（単位：t） 2022 年度 2023 年度 2024 年度 

一般廃棄物収集運搬量 6,972 6,770 7,511 

産業廃棄物収集運搬量(特管含む) 2,791 2,868 2,667 

*医療系・感染性産廃収集運搬量 25.1 27.0 27.7 

 ＊活動期間を会計年度（10 月～9 月）に合わせた。  ＊特別管理産業廃棄物 

有限会社京葉総業 ：年度（単位：t） 2022 年度 2023 年度 2024 年度 

産業廃棄物収集運搬量 540 500 560 

産業廃棄物処分量(中間処理) 3,449 3,421 3,301 

うち再資源化等量 3,361 3,345 3,281 

*中間処理量等後の再資源化量 

(最終処分量含む) 

2,786 

(575) 

2,788 

(557) 

2,718 

(563) 

   ＊活動期間を会計年度（10 月～9 月）に合わせた。  ＊単純焼却含む。 

５．廃棄物処理料金～料金は種類,性状,量,運搬距離等に個別見積。（無料） 
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６．環境負荷の状況                

2024 年度（2023.10～2024.9） 単位 全社合計 本社・船橋 白井作業所 

二酸化炭素排出量    合計 

kg-CO₂ 

338,844 243,864 94,980 

 
 

化
石
燃
料 

購入電力 18,492 4,208 14,284 

ガソリン 11,362 6,735 4,627 

軽油 307,168 232,579 74,589 

灯油 799 0 799 

液化石油ガス（LPG） 1,023 342 681 

受
託
分 

産業廃棄物 

収集運搬量 

t 

3,428 2,868 560 

中間処理量 3,301 0 3,301 

処理後最終処分量 553 0 553 

一般廃棄物 収集運搬量 6770 6770 0 

水資源投入量 地下水使用量 
㎥ 

1,038 70 968 

総排水量 合計 1,038 70 968 

1)購入電力の CO2 実排出係数は東京電力エナジーパートナー(株)令和２年度実績調整後 0.474kg- CO2／ｋWh を適用。 

2)LPG:1m3=2.18kg の日本 LP ｶﾞｽ協会の換算値を使用。 
      3)データは、株式会社京葉総業、有限会社京葉総業の合計値。 

4)水資源投入量は、(株)京葉総業は地下水メータ付けでないため推定量(年間 70㎥)を適用。 
5)事業活動に伴う自社分廃棄物の排出量は、一般廃棄物の OA用紙が有る。 

 

 

18,896 

355,960 

13,086 

655 618 

18,492 

307,168 

11,362 

799 1,023 

500

5,000

50,000

500,000

電力使用量 軽油使用量 ガソリン使用量 灯油使用量 ＬＰＧ使用量

2021 2022 2023 2024

主エネルギー二酸化炭素の排出量推移

389215
359021

356083

338,844 

300000

320000

340000

360000

380000

400000

2021 2022 2023 2024

二酸化炭素排出量年度推移 4 年間で 13%の削減傾向で推移。特に船

橋サイトのパッカー車両の軽油の削減

が大きく作用し、今後も継続してエコ

ドライブ・自主整備体制の強化に努め

ていく。ガソリン車も同様に省エネ・

省資源活動の定着により削減効果に寄

与している。 
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７．環境経営方針 
 

《 環境経営方針 》 

当社は、「地球と地域に貢献する企業」をモットーに、一般廃棄物の収集運搬、

産業廃棄物の収集運搬（特管廃棄物を含む）及び中間処理を通して、当社の関係

する環境関連の法令等の遵守と共に、環境に配慮したリサイクル活動を推進し、

地球温暖化防止と資源の有効活用を図るために、経営に於ける「課題とチャンス」

を踏まえ、以下の環境経営目標に取り組み、継続的改善に努めます。 

《 環境経営目標 》 

１．排出事業者様とのコミュニケーションを積極的に計り、リサイクルの拡大を図ります。 

特に、リサイクル拡大の課題とチャンスを踏まえ、分別等の提案に努めます。 

２．社内での省資源・省エネ活動を推進し、地球温暖化防止と資源の有効活用を図ります。 

特にエネルギー使用の課題とチャンスを踏まえ、中間処理設備の電力使用量、及び収集
運搬車と重機の軽油使用量の削減に努め、地球温暖化防止を推進します。 

又、処理施設での地下水使用量の削減に努めます。 

３． コピー用紙の削減をはじめ、文書の電子化、オフィスのスリム化等に努めます。 

４．排出事業者様へのリサイクル提案活動の推進をはじめ、優良産廃処理業者として循環型
社会に貢献して行きます。 

当社の環境経営方針は掲示すると共に、全従業員が周知します。 

また、環境への取組状況を「環境経営レポート」と、当社ホームページで公表して行きます。 
 

制定 2007年 4月 1日 
改定 2021年10月 29日 

株式会社京葉総業   有限会社京葉総業 

代表取締役 小出 勉 
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８．組織図   

＜環境経営組織図＞   2021.10.29 作成 

                                                                  (2023.10.30 現在) 

 

                                     （総人員 30人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       3人         7 人          4 人         16 人 

※㈱京葉総業子会社であり、㈱京葉総業代表取締役小出勉の統一指揮に従い環境経営活動を実施。 

 

＜役割・責任･権限＞ 

代表者（統括者） １）環境経営方針と経営の「課題とチャンス」の明確化 
２）環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑの実施と管理に必要な人、物、金の提供 

          ３）環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑの実施、維持及び権限を有する環境経営責任者の任命 
          ４）環境経営方針の制定、周知 
          ５）環境関連文書類の承認（環境経営レポート含む） 

６）マネジメントレビューの実施 

環境経営責任者    １）環境経営目標計画（中期）、環境経営計画（年度）の作成及び管理 
          ２）外部環境情報の窓口及び対応 
          ３）遵法評価の実施 
          ４）環境関連文書類の作成（環境経営レポート含む） 
          ５）是正・予防処置の指示、有効性の確認 
          ６）マネジメントレビューのための情報提供及び記録の作成 

各責任者・従業員  1 )環境経営目標計画（中期）、環境経営計画（年度）の実施と結果報告 
          ２）是正・予防処置の実施 

環境事務局    主に会議の進行と結果及び環境情報の取り纏め等の環境経営責任者の補佐 
１）環境経営責任者の補佐、環境会議の事務方 
２）環境データの把握と入力管理（環境負荷チェツク・環境取組チェツク） 
３）環境経営活動の実績集計 
４）環境関連の外部コミュニケーション窓口 
５）環境経営レポートの取り纏めと公開 

環境会議     主に社内外の周知事項の伝達、報告（環境経営活動の進捗・結果報告含む） 
１）環境経営目標、環境経営計画等の協議・発案 
２）環境会議の開催（定期・臨時）、環境経営目標達成状況・環境経営活動の実施 

状況の確認 

 

株式会社京葉総業 

代表取締役 小出 勉 (統括責任者) 

環境会議 

(主に社内ｺﾐﾆｭｹｰｼｮﾝ) 

株式会社京葉総業 (本社) 

代表取締役 小出 勉 20 人 

有限会社京葉総業 ※（白井作業所） 

代表取締役 小出 勉 (兼務）10人 

事務担当 

責任者：周郷 

処理場 

責任者：齋藤部長 

環境経営責任者  小出 勉（兼務） 環境経営責任者  小出 勉 

運輸担当 

責任者：小出 

事務担当 

責任者：三宅 

環境事務局 

(主に環境ﾃﾞｰﾀ等の管理) 
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９．環境経営目標（2023～2025 年度の 3か年中期計画：会計年度 10月～9月） 

 

環境方
針当

環境目標項目 責任部門

(ｷｰﾜｰ
ﾄﾞ)

（負荷の自己チェックを考慮
し策定）

責任者 2023 年度 2024 年度 2025 年度

基準年度比

31,175 kwh 目標値 29,928 kwh 29,616 kwh 29,305 kwh

2019 年度

基準年度比

130,768 リットル 目標値 125,537 リットル 124,230 リットル 122,922 リットル

2019 年度

基準年度比

116 件 目標値 111 件 110 件 104 件

2023 年度

基準年度比

174 kg 目標値 167 kg 165 kg 164 kg

2018 年度

基準年度比

81 % 目標値

2021 年度

基準年度比

882 ㎥ 目標値 847 ㎥ 838 ㎥ 829 ㎥

2019 年度

基準年度比

120 件以上提案 目標値 126 件 132 件 138 件

2021 年度

基準年度比

116 件以上提案 目標値 122 件 128 件 133 件

2021 年度

基準値
年度毎目標と主な達成手段

（取組の自己チェックを踏まえて策定）

（基準年度）

処理効率の監視（処理量と
電力量）

作業所の空調温度の適正
化（冷房28℃　暖房20℃）

作業所の空調温度の適正化
（冷房28℃　暖房20℃）

作業所の空調温度の適正
化（冷房28℃　暖房20℃）

94%

実績（評価） 30,674 kwh　(〇) 30,134kwh 　(〇) －

達成手段

定期点検等励行で故障件
数削減（破砕機等）

定期点検等励行で故障件数
削減（破砕機等）

定期点検等励行で故障件
数削減（破砕機等）

二酸化炭
素排出係

数

電力使用量削減 96% 95%

0.474(kg-
CO2/kＷ
h)

処理効率の監視（処理量と
電力量）

処理効率の監視（処理量と
電力量）

95% 94%

実績（評価） 95,558リットル　 (〇) 90,147リットル　 (〇) －

修理履歴等の携行カード更
新版の備付

修理履歴等の携行カード更
新版の備付

オイル・エレメントの定期交
換等による故障防止

オイル・エレメントの定期交
換等による故障防止

オイル・エレメントの定期交
換等による故障防止

環境経
営の推
進・省
資源・
省エネ
の推進

本社

収集運搬車両の安
定稼働推進

96%

達成手段

効率的な収集ルートの確
認・指示

効率的な収集ルートの確認・
指示

効率的な収集ルートの確
認・指示

二酸化炭
素排出係

数

0.0687(kg
-CO2/㍑)

繰り返し修理車両の監視と
修理費の節減

繰り返し修理車両の監視と
修理費の節減

繰り返し修理車両の監視と
修理費の節減

修理履歴等の携行カード備
付

二酸化
炭素排
出量の
削減

白井作業所

本社
軽油使用量削減 96%

95% 90%

実績（評価） 116件　(〇） 83件　(〇） －

本社
OAの改善促進 96% 95% 90%

達成手段

修理履歴等データー把握 修理履歴等の社内告知 修理履歴等の社内告知

目標設定検討 新型への切り替え 新型への切り替え

注油点検作業手順入手 注油点検作業手順書作成
注油点検作業手順書運用
更新

障害件数・台数・修
理費の把握・評価方

法の改善含む

社内資料のデータ共有化 社内資料のデータ共有化

印刷ミス用紙の裏紙使用 印刷ミス用紙の裏紙使用 印刷ミス用紙の裏紙使用

実績（評価） 95kg　(〇） 116kg　(〇） －

達成手段

業務連絡のメール化 業務連絡のメール化 業務連絡のメール化

社内資料のデータ共有化

省資
源・省
エネの
推進

朝礼等での現況確認と指示 朝礼等での現況確認と指示

提案優秀者の表彰 提案優秀者の表彰

提案優秀者の表彰

94%

実績（評価） 850㎥　(〇) 968㎥　(△) －

環境管理
責任者

達成手段

処理施設の適正運転による
節水

処理施設の適正運転による
節水

処理施設の適正運転による
節水

白井作業所

地下水水資源の有
効使用の徹底

96% 95%

洗車水の適正利用 洗車水の適正利用

環境管理責
任者

環境経
営の推

進

広報・提案活動の推進による
新顧客の獲得

本社
新規顧客の拡大 105% 110% 115%

実績（評価） 35件　(×)

白井作業所
新規顧客の拡大 105% 110% 115%

達成手段
朝礼等での現況確認と指示

新規及びリピート事業者の
拡大

新規及びリピート事業者の
拡大

新規及びリピート事業者の
拡大

最終処分場の定期的視察
とコミュニケーション向上

296件　(〇) －

達成手段
朝礼等での現況確認と指示 朝礼等での現況確認と指示 朝礼等での現況確認と指示

洗車水の適正利用

リサイクルチャンネルの開
拓

リサイクルチャンネルの開拓
リサイクルチャンネルの開
拓

最終処分場の定期的視察と
コミュニケーション向上

最終処分場の定期的視察と
コミュニケーション向上

提案優秀者の表彰 提案優秀者の表彰

85% 85% 85%

－

達成手段

排出事業者への改善提案
推進（リサイクル）

排出事業者への改善提案推
進（リサイクル）

排出事業者への改善提案
推進（リサイクル）

白井作業所
再資源化の促進 105% 105% 105%

実績（評価） 83%  (〇) 82%  (〇)

○：80%以上　△：40%以上79%以内　×：40%以下　で評価。

提案優秀者の表彰

実績（評価） 96件　(〇) 137件　(〇) －

収集運搬車両の軽油使用量
削減による二酸化炭素排出
量削減

中間処理設備の電力使用量
削減による二酸化炭素排出
量削減

環境管理責
任者

環境管理責
任者

環境管理責
任者

環境管理責
任者

環境管理責
任者

環境管理責
任者

地下水の使用量削減

産業廃棄物処理事業におけ
るリサイクルの推進（新規顧
客の獲得）

コピー用紙の削減

収集運搬車両の修理件数削
減
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１０.２０２４年度環境経営活動の取組結果とその評価と次年度の取組について 

（活動期間 2023 年 10 月～2024 年 9 月） 

項 目 
実施

部門 
目標値 実績値 達成率 

評

価 
取組結果と次年度への取組 

二酸化炭素 

排出量削減 

白井 

中間処理 

設備の電力 

使用量削減 

29,616kWh 内 

30,134 

kWh 
101.7% 〇 

事務所内に省エネタイプの空調機を

(2023年6月)新設も夏場の猛暑で電

力量が 1.7%増の未達成。次年度も施

設内使用機器の効果的稼働と温度設

定、簡易点検等で節電に努めていく。 

電気原単位の

削減 

8.87kWh/t(

処理量) 

9.13 

kWh/t 
97% 〇 

電気使用量は若干の増加であったが

処理量の減少が影響した。 

本社 

収集運搬車両 

の軽油使用量 

124,230 ㍑内 

90,147 

  ㍑ 
137.8% 〇 

軽油使用量削減は各ドライバーの創

意工夫もあり 37%減と大幅に達成。 

又パッカー車両の省エネ・新車両に

交換も推進し効果出ている。次年度

もパッカー車の点検作業手順書を活

用し軽油の削減に努める。 

軽油原単位の 

削減 

9.77ℓ/t(収集

量) 

9.35   

ℓ/t 
95.7% 〇 

軽油使用量は削減したが収集量の減

少で未達成となった。 

収集運搬車両

の安定稼働

（修理件数の

削減） 

本社 

車両修理件数

の削減による

経費削減 

年間 110 件内 

83 件 132.8% 〇 

前年度からデータ把握による取組目

標を設定し、今年度は目標比 32%削

減し達成。次年度も手順書を活用し

安定稼働と新車への切り替えを促進

していく。 

コピー用紙の

削減 
本社 165kg 以下 116kg 143% 〇 

昨年度同様、電子帳簿保存法・イン

ボイス制度(2022.6 月)を機会にペ

ーパーレス化を促進した結果、取引

先との請求処理のメール化増加によ

り目標比 30%の用紙削減に繋がっ

た。次年度も切手代等の値上げを機

会に請求書更なるメール化促進し新

規顧客の獲得に努める。 

産業廃棄物リ

サイクル推進 
白井 

リサイクル推

進（2021 年度

基準 85%） 

85%以上 82% 〇 

混廃の受入量(20%)増加の結果、未達

成となった。次年度もリサイクル向

上への提案活動を推進する。当面混

廃増を考慮し中期目標は 85%のリサ

イクル目標で取り組む。 
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地下水の 

使用量削減 
白井 838 ㎥以下 968 ㎥ 86.6% 〇 

昨年度同様、高圧温水洗浄機を用い

ての洗車や回転式スプリンクラーで

の場内散水の効果はあったが、今夏

の猛暑で 86%と僅かに未達成であっ

た。継続して節水努力する。 

広報・提案活

動で顧客拡大 

本社 提案 132 件 296 件 224% 〇 
本社は切手の値上がり機会を利して

請求書のメール化の提案を 5 月と 6

月に実施し提案件数が 224%と大幅

に達成。継続して顧客ニーズを把握

しＳＤＧＳとエコアクション 21 の

取組を環境レポートと自社ホームペ

ージを通じてＰＲし顧客開拓に努め

ていく。白井も排出事業者への提案

活動を推進し目標値 7%増と達成。 

継続して提案パターンも工夫し更な

る顧客獲得増に努めていく。 

白井 提案 128 件 137 件 107% 〇 

  【評価欄について】 

削減する目標は目標／実績Ｘ100(%)、増加する目標は実績／目標Ｘ100(%)の算出値を達成率とし 

○：80%以上、△：40%以上 79%以内、×：40%以下 で評価。  

１１．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無 
2024 年 10 月 25 日に環境関連法規等の遵守状況を確認した結果、環境関連法規等への違反はない。 
尚、過去 3 年間、関係当局からの違反等の指摘はない。 又、利害関係者からの苦情等についても 
無い。  

【主な環境関連法規等】 
廃棄物処理法、自動車 NOx・PM 法、道路運送車両法、貨物自動車運送事業法、浄化槽法 
消防法、騒音規制法、労働安全衛生法、フロン排出抑制法(業務用空調機、冷蔵冷凍車、重機) 

          

１２．代表者による全体の評価と見直し（2024 年 10 月 30 日 実施） 

 二酸化炭素の排出量は 4 年間減少を継続した点は評価できる。特に、当社の 90%を占める
軽油使用の二酸化炭素の排出量は 91.4%（船橋 95%、白井 78%）を占め「中間処理設備の重
機、収集運搬車両」の作業効率の向上と安定稼働が必須であり、日常点検の継続と車両・
重機の更改をタイムリーに促進する。 

 船橋の収運車両の故障による修理件数削減は新車へのローテーションと日々の点検・エコ
ドライブ等の取組で目標達成も経費と収集運搬機会を逸する懸念もあり、継続して監視と
整備点検の励行に心がけて行く。  

 コピー用紙の削減は特筆すべき成果を挙げ本社・船橋では取引先との請求処理の電子化推
進で切手・封筒の節約にも貢献している。 次年度も切手等の値上げもありメール化請求
処理等の効率化と省資源活動で更なるコピー用紙の削減を期待したい。 

 今年度は船橋（31 件の新規事業者獲得）・白井とも提案件数目標を達成し、新規顧客獲得
に繋がり成果を出している。  
改善提案活動は、新たな取組施策のボトムアップに繋がり且つ環境経営の要であり、今後
も全社的に推進して行きたい。 

エコドライブに心掛け、プロドライバーとして安心・安全への努力とルールの遵守状
況を評価し、毎年度エコドライブ推進と無事故運転の社員を表彰。今後も評価・表彰
制度の継続と充実に努めます。 
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 (1)環境経営責任者からの報告 

報告項目 報告内容 評価 

環境経営システム 
環境経営マニュアルに従い、計画通り取り組め、規定・手順等に問題ない

ことを報告。 
○ 

環境目標及び 

活動実績  

2019 年度を基準年度とした、新たな中期目標は 2年目を迎え概ね達成し 

た。特に二酸化炭素の排出量の削減は、本社・船橋サイトを中心に最大負 

荷として 9割占める軽油使用量の削減が寄与し、目標達成し問題ないこと 

を報告。 継続して修理コスト管理による不調車両のローテーションを推 

進する。電力の使用量削減も事務系端末と本社打合せ室、白井作業所の 

エアコン入替を積極的に終え、省エネ効果を発揮し概ね目標達成した。 

○ 

環境関連法の遵守状況 
環境関連法令登録表により、2024年10月25日に遵法性評価結果を確認し、

問題は無い事を報告。 
○ 

外部から苦情・要望 
環境に関わる苦情の発生は無い事を報告。(過去コロナ禍でのＰＣＲ検査

場内で飛散事態発生以降無し。） 
○ 

緊急事態訓練 

火災発生時と運搬車両事故時を想定した訓練を実施し、特に問題なく実施 

し、成果を得た旨報告。（手順書の改定も不要と判断） 

 

○ 

前回レビュー時の指示

事項の対応状況 
指示事項は履行されていた事を報告。 ○ 

 

(2)代表者による指示事項 

変更の必要

性の有無 

① 環境経営方針 改定の必要は無い。 

② 環境経営目標 同上 

③ 環境経営計画 同上 

④ 環境経営ｼｽﾃﾑ(組織体制を含む) 

組織は白井作業所の責任者交代を了解し、当面

本社・船橋地区の責任者が白井地区を兼務す

る。 

                                          以上 


